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建
物
は
、
洲
本
バ
ス
セ
ン
タ�

ー
の
隣
に
あ
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク�

リ
ー
ト
造
三
階
建
て
、
総
床
面�

積
三
千
五
百
三
十
九
・
八
平
方�

　
で
す
。�

　
周
辺
の
景
観
に
配
慮
し
た
煉�

瓦
調
の
タ
イ
ル
を
使
用
し
、
打�

ち
放
し
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア�

ル
ミ
パ
ネ
ル
、
ガ
ラ
ス
を
組
み�

合
わ
せ
て
お
り
、
外
観
は
、
船�

の
形
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。�

　
一
階
に
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー�

・
福
祉
事
務
所
（
介
護
福
祉
課
、�

福
祉
課
）
・
医
療
係
・
訪
問
看�

�
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ヘ
ル
パ
ー�

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
在
宅
介
護
支�

援
セ
ン
タ
ー
・
休
日
応
急
診
療�

所
・
身
体
障
害
者
歯
科
診
療
所�

が
、
市
役
所
本
庁
舎
な
ど
か
ら�

移
転
し
、
入
居
し
ま
す
。�

　
二
階
に
は
、
健
康
相
談
や
健�

康
診
査
、
予
防
接
種
、
リ
ハ
ビ�

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
「
乳�

児
相
談
室
兼
介
護
教
育
室
」「
健�

康
教
育
室
」「
健
診
室
兼
多
目
的�

利
用
室
」「
機
能
訓
練
室
」
な
ど�

が
あ
り
ま
す
。�

　
三
階
に
は
、
淡
路
聴
覚
障
害�

��

者
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
学
習
室
、�

会
議
室
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
新
し
い
施
設
は
、
こ
れ�

か
ら
の
少
子
高
齢
化
社
会
に
対�

応
し
た
福
祉
・
保
健
・
医
療
の�

拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
四
月
か�

ら
始
ま
る
介
護
保
険
制
度
の
拠�

点
と
し
て
位
置
付
け
、
各
種
事�

業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。�

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
身
近
な
施�

設
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

　
事
務
所
の
配
置
図
な
ど
施
設�

の
詳
し
い
案
内
に
つ
い
て
は
、次�

の
三
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

～ 4月から業務開始～�

メ
ー�

ト
ル�

アルファビア�

御食国� 洲本バスセンター�

P

P

P

P

P

洲本市�
健康福祉館�

　
福
祉
・
保
健
・
医
療
の
一
体
的
サ
ー
ビ
ス
拠
点
と
し
て
、
今
年�

四
月
か
ら
の
業
務
開
始
を
め
ざ
し
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
洲�

本
市
健
康
福
祉
館
」
が
、
ま
も
な
く
完
成
し
ま
す
。�

　
新
都
心
に
仲
間
入
り
す
る
こ
の
施
設
に
つ
い
て
、
概
要
を
紹
介�

し
ま
す
。�

�

���
���

ま
も
な
く
完
成�
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新都心ゾーンに仲間入り�新都心ゾーンに仲間入り�

次のような業務が、「健康福祉館」に移ります。�
◆福祉事務所�
区　　　分� こ　　ん　　な　　と　　き� 窓　　　口�

老　人　福　祉�

児　童　福　祉�

母　子　福　祉�

障　害　者（児）�

福　　　　　祉�

生　活　保　護�

社　会　福　祉�

介 護 福 祉 課�

�

�

�

福 　 祉 　 課�

�

�

介 護 福 祉 課�

養護老人ホームへの入所、ホームヘルパーの派遣相談、日常生活用具給�

付・貸与の相談など�

児童手当、児童相談、保育所への入所申込など �

（特別）児童扶養手当、母子福祉年金、母子貸付金、 母子相談など�

身体障害者手帳・療育手帳の交付、福祉施設への入所、特別障害者手当�

等、ホームヘルパーの派遣、補装具・日常生活用具の給付・貸与、身体�

障害者（児）・知的障害者（児）相談など�

生活保護の相談、申請など �

民生児童委員に関すること�

◆身体障害者歯科診療所�

車イス利用者などの身体障害者の歯科診療�

生活習慣病健診、胃・肺がん検診、大腸がん検診、子宮がん検診、乳が�

ん検診健康相談、健康教室、機能訓練教室、食生活改善教室、訪問指導�

母子手帳交付、ママメイト、乳児健康診査、１０か月児・１歳６か月児・３歳児�

健康診査、乳幼児相談、子育て相談、離乳食教室、２歳児相談、歯科診療�

ポリオ、三種混合、風疹、はしか、日本脳炎、ＢＣＧ�

休日応急診療�

献血、愛育班活動、いずみ会活動�

老

人

福

祉

�

居
宅
介
護
支
援�

在宅の要援護老人�

の介護者などに対�

する総合的な相談�

介護認定を受けた�

人の介護サービス�

計画の作成・相談�

在宅介護�

支援センター�

居宅介護�

支援事業所�印鑑、�

被保険者証�
介護福祉課� 随時受付します�

◆訪問看護ステーション�

寝たきりなど家庭において療養されている人で、  かかりつけの医師が訪問看護を必要と認�

めたとき�

７０歳以上、寝たきりなど障害のあ�

る人で６５歳以上�

老人医療費助成、重度心身障害者医�

療費助成、乳幼児医療費助成、母子�

家庭等医療費助成、高齢重度心身障�

害者特別医療費助成、入院生活福祉�

給付金支給�

福祉・保健・医療の拠点�

こ　　　　ん　　　　な　　　　と　　　　き� 窓　　　口�
洲 　 本 　 市 �

歯 科 医 師 会 �

福
　
祉�

福
　
祉�

◆保健センター�

成　人　保　健�

�

母　子　保　健�

予　防　接　種�

休　日　診　療�

そ 　 の 　 他�

保健センター�

�

�

休日応急診療所�

保健センター�

訪　問　看　護�

ステーション�

健
　
康�

健
　
康�

◆医　療�

老人保健医療�

�

�

福 祉 医 療�

市民健康課�

医
　
療�

医
　
療�

区　　　分� こ　　ん　　な　　と　　き� 窓　　　口�

こ　　　　ん　　　　な　　　　と　　　　き� 窓　　　口�

区　　分� こ　ん　な　と　き� 窓　口�

◆在宅介護�
区分� こんなとき� 窓　口�

◆介護保険�

介護認定申請�

介
護�

介
護�

持っていくもの� 備　　考�区　　分� 窓　口�

新しくできる業務�新しくできる業務�
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「
世
界
に
開
か
れ
た
公
園
島
」
を
目
指
し
て

”淡
路
公
園
島
構
想
“
が
進
ん
で
い
る
淡
路
島
。�

明
石
海
峡
大
橋
開
通
以
来
、
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
三
月
十
八
日
か
ら
は

”花
と
緑
の
国
際
博�

覧
会
―
ジ
ャ
パ
ン
フ
ロ
ー
ラ
2
0
0
0
・
淡
路
花
博
“
も
開
幕
し
ま
す
。
住
ん
で
い
る
私
た
ち
は
も
と
よ
り
、
訪
れ
る
人�

た
ち
を
気
持
ち
良
く
迎
え
る
た
め
に
も
、
街
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。�

こ
の
た
め
、
ゴ
ミ
の
無
い
、
美
し
い
島
づ
く
り
が
よ
り
効
果
的
に
行
え
る
よ
う
、
三
月
一
日
か
ら
全
島
一
斉
に�

「
ポ
イ
捨
て
等
防
止
条
例
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。�

こ
れ
を
契
機
に
、
日
ご
ろ
の
マ
ナ
ー
や
行
い
な
ど
に
つ
い
て
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

　
今
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
は
、�

た
く
さ
ん
の
便
利
な
消
費
財
に�

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
反
面
、
一�

部
分
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
空�

き
缶
や
包
装
紙
、
た
ば
こ
の
吸�

い
殻
な
ど
が
無
造
作
に
捨
て
ら�

れ
、
街
の
景
観
が
損
な
わ
れ
て�

い
ま
す
。�

　
特
に
、
近
年
は
ペ
ッ
ト
ブ
ー�

ム
に
よ
り
、
道
路
や
公
園
に
ペ�

ッ
ト
の
ふ
ん
が
放
置
さ
れ
て
い�

る
の
が
目
に
つ
き
ま
す
。�

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
一�

斉
清
掃
や
各
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ�

ィ
ア
な
ど
に
よ
る
美
化
実
践
活�

動
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し�

か
し
な
が
ら
、
「
手
軽
さ
」
や�

「
使
い
捨
て
」
の
社
会
感
覚
が�

蔓
延
し
、
ポ
イ
捨
て
や
犬
の
ふ�

ん
の
放
置
が
後
を
た
ち
ま
せ
ん
。�

　
そ
こ
で
、
個
人
の
マ
ナ
ー
や�

モ
ラ
ル
の
向
上
、
「
罪
悪
感
な�

く
無
意
識
」
に
行
わ
れ
る
ポ
イ�

捨
て
の
防
止
を
市
民
の
皆
さ
ん�

に
お
願
い
し
、
洲
本
市
（
淡
路�

島
）
の
美
し
い
環
境
を
守
る
た�

め
、
こ
の
条
例
が
制
定
さ
れ
ま�

し
た
。�

条
例
の
ね
ら
い�

ま
ん
え
ん�

イメージキャラクター�
（注・ホウキは放棄）�
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公
有
、
私
有
の
場
所
に
か
か�

わ
ら
ず
、
空
き
缶
、
包
装
紙
、�

吸
い
殻
な
ど
の
ゴ
ミ
を
捨
て
た�

り
、
飼
い
犬
の
ふ
ん
を
放
置
し�

た
り
せ
ず
、
適
切
に
処
分
し
ま�

し
ょ
う
。�

　
ポ
イ
捨
て
を
防
ぐ
た
め
、
家�

の
周
辺
は
美
化
に
努
め
、
ポ
イ�

捨
て
が
で
き
に
く
い
環
境
づ
く�

り
を
し
ま
し
ょ
う
。�

・洲　本　商　工　会　議　所�
・淡路地区商工会連絡協議会�
・淡 路 地 区 連 合 自 治 会�
・日本チェーンストア協会関西支部�

　淡路地域ごみ会議と淡路女性団体連絡�

会が提唱し、３月１日を“買い物袋持参�

の日”と定め、全島一斉に買い物袋持参�

運動を呼びかけます。�

　また、普段の買い物にも、買い物袋を�

持参し、スーパーなどでレジ袋を受け取�

らないようにご協力をお願いします。�

買い物には�
　　買い物袋の持参を�

て
、
来
る
三
月
五
日
（日）
に
全
島�

一
斉
清
掃
の
一
環
で
、
市
内
各�

所
に
お
い
て
清
掃
活
動
を
実
施�

し
ま
す
。�

三
月
五
日
（日）
実
施�

”洲
本
市�

ク
リ
ー
ン
作
戦
“�

条
例
制
定
記
念�

市
の
施
策
と
し
て
は�

違
反
し
た
ら�

　
　
　
ど
う
な
る
？�

自
動
販
売
機
の�

　
管
理
者
の
か
た
は�

市
民
の
皆
さ
ん
は�

美
化
（
モ
デ
ル
重
点
地
区
）�

　
　
区
域
に
つ
い
て�

美しいまちをつくるための�
それぞれの責任�

き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
！！
�

私
た
ち
の
手
で�

私
た
ち
の
街
を�

私
た
ち
の
住
む�
����������������

　
き
ま
り
を
守
ら
な
い
人
に
は
、�

市
役
所
か
ら
注
意
や
命
令
の
通�

知
を
出
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
従�

わ
な
い
場
合
は
、
名
前
を
公
表�

し
た
り
、
捜
査
機
関
に
要
請
し�

ま
す
。�

����

　
特
に
重
点
地
区
と
し
て
、「
新�

都
心
地
区
」
を
中
心
に
美
化
区�

　
ポ
イ
捨
て
の
な
い
美
し
い
ま�

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
意
識
の�

啓
蒙
・
啓
発
運
動
、
環
境
の
美�

化
を
推
進
す
る
た
め
の
施
策
を�

実
施
し
ま
す
。�

　
洲
本
市
で
は
、
各
町
内
会
を�

中
心
に
、
「
ポ
イ
捨
て
等
防
止�

条
例
」
制
定
の
周
知
・
啓
蒙
と
、�

「
ジ
ャ
パ
ン
フ
ロ
ー
ラ
２
０
０�

０
・
淡
路
花
博
」
開
幕
を
控
え�

平
成
二
年
度
か
ら
毎
年
七
月
と�

十
一
月
に
町
内
会
な
ど
が
中
心�

と
な
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
「
淡�

路
全
島
一
斉
清
掃
」�〈後援団体〉�

3月1日は�
買い物袋持参デー�

自
動
販
売
機
に
は�

回
収
容
器
を
置
こ
う�

　
回
収
容
器
を
設
置
し
、
空
き�

缶
や
空
き
瓶
が
散
乱
し
な
い
よ�

う
適
切
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。�

ペットのフンは持ち帰ろう�

域
を
指
定
す
る
予
定
で
す
。�

美
化
の
意
識
周
知
に
つ
い
て
ご�

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�
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平
成
十
一
年
分
の
所
得
税
の�

確
定
申
告
は
、
税
務
署
へ
提
出�

し
て
く
だ
さ
い
。�

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
確
定
申�

告
が
必
要
で
す
。�

●
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、�

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
の�

譲
渡
所
得
が
あ
る
人�

　
平
成
十
一
年
中
の
所
得
金
額�

の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除
や
配�

偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の�

合
計
額
を
超
え
る
場
合
。�

　
な
お
、
白
色
申
告
者
に
つ
い�

て
も
青
色
申
告
者
と
同
様
に
、�

そ
の
年
の
総
収
入
金
額
や
必
要�

経
費
の
内
訳
を
記
載
し
た
「
収�

支
内
訳
書
」
が
必
要
で
す
の
で
、�

前
も
っ
て
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。�

●
サ
ラ
リ
ー
マ
ン（
給
与
所
得)�

��

　
二
月
十
六
日
か
ら
所
得
税
、
市
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す
。
三
月�

十
五
日
ま
で
で
す
が
、
例
年
期
限
が
近
づ
く
と
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
告
を
し
て
い�

た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人
は
、
市
県
民
税
と
国
民
健�

康
保
険
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。�

�

の
人�

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は
、�

毎
月
の
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら�

源
泉
徴
収
さ
れ
、
定
率
減
税
も�

含
め
て
年
末
調
整
で
清
算
さ
れ�

ま
す
の
で
、
通
常
は
確
定
申
告�

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
し
か
し
、
次
の
よ
う
に
確
定�

申
告
が
必
要
な
場
合
や
、
申
告�

す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得�

税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り�

ま
す
。�

▽
昨
年
の
給
与
収
入
額
が
二
千�

　
万
円
を
超
え
る
場
合�

▽
給
与
以
外
に
所
得(

事
業
、�

　
不
動
産
、
年
金
な
ど)

が
あ
り
、�

　
そ
の
所
得
額
の
合
計
が
二
十�

　
万
円
を
超
え
る
場
合�

▽
給
与
を
二
か
所
以
上
か
ら
受�

�

　
け
て
い
る
場
合�

▽
パ
ー
ト
収
入
が
百
三
万
円
を�

　
超
え
る
場
合�

　
ま
た
、
源
泉
徴
収
や
年
末
調�

整
が
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
課
税�

対
象
に
な
り
ま
す
。�

●
公
的
年
金
や
個
人
年
金
（
雑�

所
得)

が
あ
る
人�

　
公
的
年
金
な
ど
の
あ
る
人
で
、�

所
得
税
の
源
泉
徴
収
が
さ
れ
て�

い
る
場
合
に
は
確
定
申
告
で
清�

算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

●
生
命
保
険
や
損
害
保
険
の
満�

期
返
戻
金
（
一
時
所
得
）
が
あ�

る
人�

　
保
険
金
と
し
て
受
け
取
っ
た�

額
か
ら
、
支
払
っ
た
保
険
料
や�

掛
け
金
を
差
し
引
い
た
額
が
五�

十
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
課�

税
対
象
と
な
り
ま
す
。�

●
確
定
申
告
で
所
得
税
が
還
付�

さ
れ
る
場
合�

▽
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
な
ど�

　
で
取
得
し
た
場
合
の
住
宅
借�

　
入
金
等
特
別
控
除
や
、
多
額�

�

　
今
年
一
月
一
日
現
在
、
市
内�

に
住
所
が
あ
り
、
昨
年
中
に
所�

得
が
あ
っ
た
人
は
市
県
民
税
の�

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ�

し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
給�

与
所
得
者
や
確
定
申
告
を
す
る�

�

　
け
ら
れ
る
場
合
。�

▽
平
成
十
一
年
の
中
途
で
退
職�

　
し
た
こ
と
に
よ
り
、
年
末
調�

　
整
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
。�

�

　
の
医
療
費（
十
万
円
以
上
）を�

　
支
払
っ
た
場
合
の
医
療
費
控�

　
除
、
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た�

　
場
合
の
雑
損
控
除
な
ど
が
受�

��

人
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
も�

兼
ね
て
い
ま
す
の
で
、
国
保
加�

入
者
や
加
入
者
の
い
る
世
帯
主�

は
市
県
民
税
が
非
課
税
の
人
で�

も
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

広
告�

夢あるくらしのパートナー�

理 事 長 � 藤　　　勝�
本店／洲本市栄町一丁目３番１７号 TEL.０７９９（２２）５５５５（代）�
店舗　淡路地域１８ヵ店　阪神地域５ヵ店　播磨地域５ヵ店�

今
年
も
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た�

�
今
年
も
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た�

�
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う�
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う�

所得税確定申告相談�

国民年金の保険料は所得控除の対象となります�
�　国民年金に加入している人が、毎年１月から１２月に納めた保険料は、�

所得税の申告のとき社会保険料として所得控除の対象となります。�

◆今年の控除額�
　　定額保険料だけを納めている場合　　　　　１５９，６００円�

　　定額保険料と付加保険料を納めている場合　１６４，４００円�

　　割引されて納めた前納保険料　　　　　　　１５５，７５０円�

　　割引されて納めた前納付加保険料　　　　　１６０，４３０円�

　　過去の未納期間として納めた保険料�

　　免除期間を追納した保険料�

　詳しくは、市役所市民健康課国保年金係（☎２２・３３２１内線�

２５３）へ。�

��
��
��
��市

県
民
税
の
申
告�

▼
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
総
務
部
税
務
課�

　
（
☎
2
2
・
3
3
2
1
内
線
2
5
7
・
2
5
8
）
へ
。�

�

��
��
��
��所得

税
の
確
定
申
告�

▼
お
問
い
合
わ
せ
は
、
洲
本
税
務
署�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
2
4
・
1
2
1
2
）
へ
。�

�

▼
�

▼
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

●と　き　２月２２日（火）、２５日（金）、２９日（火）、３月３日（金）、�
　　　　　時間はいずれも午前１０時から午後３時�

●ところ　洲本商工会議所�
　詳しくは洲本税務署（☎２４・１２１２）へ。�
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国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
今
年
の
「
成
人
の
日
」
と
な
っ
た
一
月
十
日
、
市
民
会�

館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
洲
本
市
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
成
人
と
な
っ
た
皆
さ
ん
は
、
真
新
し�

い
ス
ー
ツ
や
晴
れ
着
姿
で
式
典
に
出
席
、
大
人
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。�

　
新
成
人
を
代
表
し
挨
拶
し
た
三
人
の
「
成
人
代
表
の
こ
と
ば
」
を
紹
介
し
ま
す
。�

�　
本
日
は
、
私
た
ち
新
成
人
の

た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
盛
大
な

式
典
を
催
し
て
い
た
だ
き
ま
し

て
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
来
賓
の

皆
様
か
ら
は
温
か
い
ご
祝
辞
を

い
た
だ
き
、
心
よ
り
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
二
十
年
間
、

両
親
を
は
じ
め
、
家
族
、
学
校

の
先
生
方
、
職
場
の
人
た
ち
な

ど
、
多
く
の
方
々
に
よ
っ
て
、

育
ま
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本

日
、
無
事
に
成
人
の
日
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
の
も
、
そ
の
方
々

の
お
か
げ
で
す
。
深
く
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
成
人
の
日
を
迎

え
、
私
た
ち
は
、
社
会
人
と
し

て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。
二
十
歳
に
な
り
ま
す
と
、

新
し
い
権
利
も
認
め
ら
れ
ま
す

が
、
同
時
に
義
務
も
持
つ
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
常

に
自
覚
し
、
行
動
し
て
ゆ
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
日
、
こ
の
日
を
迎
え
、
素

直
に
喜
ぶ
気
持
ち
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
、
社
会
人
の

一
員
と
な
り
ま
し
た
こ
と
で
皆

様
か
ら
期
待
さ
れ
る
こ
と
も
、

私
た
ち
自
身
に
か
か
る
責
任
も

大
き
い
こ
と
を
感
じ
ま
す
と
、

改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

が
い
た
し
ま
す
。
今
日
の
日
を

境
に
こ
れ
か
ら
は
、
ご
来
賓
の

方
々
か
ら
い
た
だ
い
た
お
言
葉

を
、
肝
に
銘
じ
ま
し
て
、
皆
様

の
ご
期
待
を
裏
切
ら
な
い
よ
う
、

努
力
い
た
し
ま
す
。
二
十
一
世

紀
を
担
う
社
会
人
の
一
員
と
し

て
、
自
分
を
磨
き
、
少
し
で
も

社
会
に
貢
献
で
き
ま
す
よ
う
、

精
進
す
る
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。

ど
う
か
皆
様
、
今
後
も
私
た
ち

を
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
本
日
は
、
私
た
ち
の
為
に
こ

の
よ
う
な
盛
大
な
成
人
式
を
催

し
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
市

長
を
は
じ
め
、
ご
来
賓
の
皆
様

か
ら
温
か
い
お
祝
い
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方
の
言
葉

の
一
つ
一
つ
を
自
分
の
心
に
刻

み
こ
み
、
こ
れ
か
ら
の
長
い
人

生
を
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
私
た
ち
は
よ
く
新
し
い

世
代
の
人
間
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

父
や
母
、
あ
る
い
は
様
々
な
方

々
か
ら
、
昔
の
出
来
事
や
苦
労

話
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

し
か
し
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
そ

の
話
の
内
容
が
い
ま
一
つ
ピ
ン

と
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
生
ま

れ
た
時
は
、
す
で
に
テ
レ
ビ
も

普
及
し
て
い
ま
し
た
し
、
車
も

多
く
走
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ

う
い
う
私
た
ち
が
、
本
日
を
機

に
、
皆
様
の
お
仲
間
に
入
れ
て

い
た
だ
く
為
の
第
一
歩
を
踏
み

出
す
訳
で
す
が
、
は
な
は
だ
心

配
で
す
。
成
人
式
を
迎
え
た
か

ら
と
い
っ
て
も
、
私
た
ち
は
大

人
と
し
て
の
知
識
は
不
十
分
で

す
。
ど
う
か
皆
様
、
こ
れ
か
ら

も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
本
日
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
、

こ
の
様
な
盛
大
な
成
人
式
を
催

し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

市
長
を
は
じ
め
、
ご
来
賓
の
皆

様
か
ら
温
か
い
お
祝
い
の
お
言

葉
を
頂
き
、
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
長
引
く
経
済
不
況
、
景
気
の

先
行
き
不
透
明
な
状
況
な
ど
、

将
来
に
期
待
の
持
て
な
い
暗
い

ム
ー
ド
の
昨
年
に
比
べ
、
今
年
、

平
成
十
二
年
は
西
暦
二
〇
〇
〇

年
と
い
う
区
切
り
の
年
に
当
た

り
ま
す
。
新
世
紀
に
夢
を
馳
せ
、

ジ
ャ
パ
ン
フ
ロ
ー
ラ
２
０
０
０

の
開
催
、
淡
路
夢
舞
台
か
ら
夢

が
未
来
に
生
ま
れ
る
二
十
一
世

紀
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
記

念
す
べ
き
年
に
、
成
人
を
迎
え

ら
れ
る
私
た
ち
は
皆
、
今
日
の

来
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
お
り

ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
二
十
年
間
、

恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
大
き
な

苦
労
も
な
く
自
分
を
鍛
え
あ
げ

て
育
て
て
く
れ
た
社
会
や
親
へ

の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
、
出
来
る

限
り
の
恩
返
し
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
な
に
ぶ
ん
未
熟

な
私
た
ち
で
す
が
、
そ
の
願
い

を
果
た
す
た
め
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
た
か
ら
に
は
目
標
を
高

く
掲
げ
、
活
動
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
人
と
自
然
と
社
会
の
共
生
を

求
め
て
、
社
会
貢
献
活
動
に
努

め
、
地
域
と
社
会
全
体
の
発
展

の
た
め
に
力
を
尽
く
す
覚
悟
で

す
。
ど
う
か
皆
様
、
こ
れ
か
ら

も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

広
告�本店　洲本市宇山�

店舗　島　内　　２０店�

　　　神戸市　　５店�

　　　明石市　　１店�

　　　西宮市　　１店�

今日も楽しいおつきあい�

会　長�

理事長�

瀧　川　福　市�
瀧　川　好　美�
�

２１
世
紀
を
担
う�

　
　
社
会
人
と
し
て�

�

谷　ゆかりさん�

34

社
会
人
の
第
一
歩
を�

　
　
　
踏
み
出
し
て�

�

本田　浩史郎 さん�

新
世
紀
に
夢
を�

　
　
　
　
馳
せ
て�

布袋　和美 さん�
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昨
年
十
一
月
に
洲
本
へ
帰
っ�

て
き
た
柴
右
衛
門
狸
は
、
大
阪�

道
頓
堀
の
中
座
の
舞
台
の
下
で�

祀
ら
れ
、
中
座
の
芝
居
の
人
気�

を
上
げ
る
神
様
と
な
っ
て
い
た
。�

大
阪
に
は
そ
の
ほ
か
に
、
北
の�

堀
川
戎
内
の
榎
木
神
社
に
地
車�

吉
兵
衛
と
い
う
狸
が
、
北
の
新�

地
の
福
の
神
と
し
て
祀
ら
れ
て�

い
る
。
中
座
の
狸
も
柴
右
衛
門�

だ
け
で
な
く
、
裏
の
墓
地
や
千�

日
前
に
棲
ん
で
い
た
狸
共
も
合�

わ
せ
、
八
兵
衛
大
明
神
と
し
て�

祀
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。�

　
大
阪
は
商
業
の
町
な
の
で
、�

狸
は
商
売
繁
昌
の
福
の
神
と
し�

て
祀
ら
れ
て
い
る
。�

　
動
物
が
神
様
と
し
て
祀
ら
れ�

る
の
は
、
元
の
神
様
の
お
使
い�

と
か
僕
と
し
て
祀
ら
れ
る
の
が�

通
例
で
あ
る
。
狐
は
お
稲
荷
さ�

ん
の
僕
で
あ
り
、
猿
は
庚
申
さ�

ん
の
お
使
い
、
牛
は
天
神
さ
ん�

の
乗
物
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で�

あ
る
が
、
狸
に
は
そ
の
よ
う
な�

�

本
来
の
神
様
は
な
く
、
唯
そ
の�

神
通
力
を
信
じ
ら
れ
た
り
、
崇�

り
を
恐
れ
ら
れ
た
り
し
て
祀
ら�

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。�

　
狸
と
人
と
の
関
わ
り
は
だ
い�

た
い
三
段
階
が
あ
る
よ
う
で
あ�

る
。�

　
第
一
段
階
は
、
人
々
が
偶
然�

狸
に
出
会
っ
て
気
が
転
倒
し
、�

狸
に
化
か
さ
れ
る
、
騙
さ
れ
る�

と
い
う
段
階
で
、
こ
の
時
の
相�

手
の
狸
は
、
別
に
特
定
の
狸
で�

は
な
く
、
ま
た
、
複
数
の
場
合�

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ど
こ
そ
こ�

の
狸
と
い
う
形
で
呼
ば
れ
て
い�

��

る
。
由
良
の
佐
毘
の
狸
と
か
、�

池
の
山
の
狸
と
か
言
わ
れ
る
段�

階
で
あ
る
。�

　
第
二
の
段
階
に
な
る
と
、
相�

手
の
狸
の
棲
家
は
固
定
さ
れ
、�

そ
の
狸
に
は
名
前
が
付
け
ら
れ
、�

特
異
な
能
力
と
か
の
物
語
が
付�

け
ら
れ
る
段
階
で
、
「
…
…
の�

…
…
右
衛
門
」
と
い
う
よ
う
に
、�

い
か
め
し
い
名
前
が
付
け
ら
れ�

て
い
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
人�

を
化
か
す
よ
り
、
人
に
憑
く
、�

人
に
祟
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と�

が
語
ら
れ
、
狸
の
も
つ
超
能
力�

が
人
々
を
驚
か
す
こ
と
な
ど
が�

�

語
ら
れ
て
い
る
。�

　
第
三
の
段
階
は
、
狸
が
信
仰�

の
対
象
と
し
て
祀
ら
れ
る
に
至�

る
の
で
あ
る
。
第
二
段
階
で
示�

さ
れ
た
超
能
力
を
、
狸
仲
間
や�

人
々
の
た
め
に
使
う
狸
の
話
が�

語
ら
れ
、
前
記
の
よ
う
に
商
売�

繁
昌
・
五
穀
豊
穣
の
福
の
神
や�

神
経
痛
や
心
の
病
を
癒
す
、
火�

災
・
盗
難
の
予
防
、
家
内
安
全�

な
ど
を
守
る
役
割
の
話
と
な
る
。�

　
そ
し
て
、
人
々
は
狸
の
祠
を�

も
う
け
て
、
そ
れ
を
祀
り
、
…�

大
明
神
と
し
て
、
そ
の
ご
利
益�

を
信
じ
る
よ
う
に
な
る
。�

　
洲
本
の
柴
右
衛
門
狸
は
そ
の�

死
後
の
余
徳
に
よ
っ
て
、
大
阪�

道
頓
堀
の
中
座
と
い
う
人
々
の�

集
ま
る
中
心
街
で
祀
ら
れ
、
天�

下
に
有
名
に
な
っ
た
。
明
治
に�

な
っ
て
洲
本
の
人
々
は
そ
れ
を�

知
り
、
柴
右
衛
門
狸
の
棲
息
地�

で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
る
お
城
山�

の
八
王
寺
神
社
の
横
の
岩
陰
で�

そ
れ
を
祀
る
よ
う
に
な
り
、
洲�

�
本
の
町
々
に
三
熊
山
の
柴
右
衛�

門
狸
に
ま
つ
わ
る
話
が
普
及
し�

て
い
っ
た
と
考
え
る
の
が
至
当�

で
は
な
か
ろ
う
か
。�

　
な
お
、
全
国
的
に
み
て
、
狸�

が
祠
を
も
っ
て
祀
ら
れ
て
い
る�

所
は
淡
路
、
阿
波
、
讃
岐
が
多�

く
、
ほ
か
に
は
大
阪
市
内
と
北�

の
佐
渡
島
、
文
福
茶
釜
の
茂
林�

寺
な
ど
で
、
民
俗
的
に
も
特
殊�

�

な
ケ
ー
ス
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ�

て
い
る
。�

　
狸
の
祀
ら
れ
て
い
る
例
と
し�

て
、
由
良
の
お
岩
狸
と
い
う
の�

が
あ
る
よ
う
だ
が
、
未
調
査
な�

の
で
そ
の
由
来
や
実
体
は
報
告�

し
得
な
い
。�

　
武  

田  

清  

市�

　
（
洲
本
市
文
化
財
審
議�

　
　
　
　
　
委
員
会
委
員
長
）
　�

　
淡
路
島
が
生
ん
だ
江
戸�

時
代
の
豪
商
・
高
田
屋
嘉�

兵
衛
（
一
七
六
九
―
一
八�

二
七
）
の
生
涯
を
描
く
、�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
七
十
五
周�

年
記
念
の
大
型
企
画
ド�

ラ
マ
「
菜
の
花
の
沖
」�

（
原
作
・
司
馬
遼
太
郎
）�

の
ロ
ケ
地
と
主
な
出
演�

者
が
決
ま
り
ま
し
た
。�

　
ロ
ケ
地
は
、北
海
道
・�

根
室
市
、
岩
手
県
・
大�

船
渡
市
、
新
潟
県
・
佐�

渡
島
小
木
町
な
ど
で
、�

淡
路
島
内
で
は
、
嘉
兵�

衛
の
誕
生
地
、
五
色
町�

に
あ
る
都
志
八
幡
神
社�

を
は
じ
め
、八
か
所
で
、�

三
月
中
旬
か
ら
撮
影
が�

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま�

し
た
。�

　
洲
本
市
内
で
は
、
三
熊�

山
、
美
耶
渓
（
千
草
）
で�

行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か�

�

の
ロ
ケ
地
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

・
鳥
飼
船
瀬
海
岸
付
近（
五
色
町
）�

・
草
香
北
海
岸
周
辺
（
一
宮
町
）�

・
阿
万
吹
上
海
岸
（
南
淡
町
）�

　
・
あ
わ
じ
花
さ
じ
き（
東
浦
町
）�

　
・
常
隆
寺
（
北
淡
町
）�

　
　
ま
た
、
主
な
出
演
者
も
次�

　
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。�

　
＊
嘉
兵
衛
…
…
…
竹
中
直
人�

　
＊
嘉
兵
衛
の
妻
・
お
ふ
さ�

　
　
　
　
　
…
…
…
鶴
田
真
由�

　
＊
神
戸
の
豪
商
・
北
風
荘
右�

　
　
衛
門
（
嘉
兵
衛
の
恩
人
）�

　
　
　
　
　
　
…
…
江
守
　
徹�

　
＊
網
屋
幾
右
衛
門�

　
　
　
　
　
　
…
…
近
藤
正
臣�

　
＊
網
屋
幾
右
衛
門
・
女
中�

　
　
播
州
は
ん
…
…
藤
田
弓
子�

　
＊
和
田
屋
喜
十
郎�

　
　
　
　
　
　
…
…
笹
野
高
史�

��

シ
リ
ー
ズ�
シ
リ
ー
ズ�

祀
ら
れ
て
い
る
狸�

祀
ら
れ
て
い
る
狸�

榎木神社（大阪市北区）は、�

社がだんじりの形をしている。�

ご神体は狸（産経新聞より）�

三熊山にある八王寺神社の横で�
祀られている柴右衛門狸�

ま
つ�

え

の

き

�

だ
ん
じ
り�

し
も
べ�

い

な

り

�

こ
う
し
ん�

た
た�

だ
ま�

さ
　
び�

つ�

ほ
こ
ら�

り

や

く

�

み
　
や
　
け
い�

◆
放
送
予
定�

七
十
四
分
五
回
シ
リ
ー
ズ�

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
：
本
年
十
二
月�

総
合
テ
レ
ビ
：
平
成
十
三
年
一
〜
二
月�

�

ロケ地・主な出演者が決定�

大型ドラマ�

島
内
は
三
熊
山
な
ど
八
か
所
で
ロ
ケ�

「菜の花の沖」�

②
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
は
、
加
入
者
ど
う
し
が
無
料
で
通
話
で
き
る�

「
電
話
機
能
」
と
災
害
の
情
報
な
ど
を
音
声
で
お
知
ら
せ
す
る
「
告�

知
機
能
」
が
つ
い
て
い
ま
す
。
（
電
話
接
続
端
末
機
（
Ｎ
Ｔ
Ｕ
）
の�

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
放
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
）。�

　
現
在
、
こ
の
告
知
機
能
を
利
用
し
て
地
域
の
情
報
が
町
内
会
の
地�

域
ご
と
に
放
送
で
き
る
よ
う
に
、
町
内
会
長
宅
、
ま
た
は
集
会
所
に�

「
告
知
放
送
用
電
話
機
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
町
内
会
長
は
こ
の�

電
話
機
で
地
域
内
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
加
入
者
に
お
知
ら
せ
を
放
送
す
る
こ�

と
が
で
き
ま
す
。�

�

　
放
送
さ
れ
た
内
容
は
、
自
動�

的
に
電
話
接
続
機
（
Ｎ
Ｔ
Ｕ
）�

に
録
音
さ
れ
ま
す
の
で
、
不
在�

な
ど
で
放
送
が
聞
け
な
か
っ
た�

場
合
は
次
の
手
順
で
聞
く
こ
と�

が
出
来
ま
す
。�

一
　
録
音
さ
れ
て
い
れ
ば
「
用�

　
件
」
の
ラ
ン
プ
が
点
滅
し
て�

　
い
ま
す
。�

二
　
「
再
生
」
ボ
タ
ン
を
押
す�

　
と
、
録
音
さ
れ
て
い
る
放
送�

　
が
順
次
再
生
さ
れ
ま
す
。
録�

　
音
を
一
度
再
生
す
れ
ば
「
用�

　
件
」
の
ラ
ン
プ
は
点
灯
し
た�

　
ま
ま
に
な
り
ま
す
。�

三
　
録
音
さ
れ
た
放
送
を
消
し�

　
た
い
場
合
は
、
再
生
後
「
消�

　
去
」
ボ
タ
ン
を
一
秒
以
上
押�

　
し
て
だ
さ
い
。�

　
こ
の
放
送
テ
ス
ト
の
内
容
は�

九
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
送
し
て
い�

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

放
送
時
間
は
、
午
前
八
時
半
〜
、�

午
後
一
時
〜
、
午
後
六
時
半
〜�

で
す
。�

▼
詳
し
く
は
、
淡
路
島
テ
レ
ビ�

ジ
ョ
ン（
☎
２
５
・
２
５
２
５
）�

へ
。�

加入共済金額１，０００万円当たりの掛金額（１年間）�

構造・目的�

建物用途� 建物・家具類�建物・家具類�建物・家具類�建　物�家具類�

木　造�
鉄骨造�
土蔵造�

木　造�
モルタル塗造�

鉄筋コンクリート造�

住宅、納屋、土蔵�
農作業場�

併用住宅、販売店舗�
事務所�

飲食店、製麺所�
など�

製材場、加工場�
など�

円� 円� 円� 円� 円�

３２，４００�３１，２００�１４，５００� ４，５００� ５，５００�

１３，４００�１２，２００� ２，５００�６，５００� ３，５００�

２，５００�４，７００�６，８００�７，５００� ３，４００�

地震、風水害、雪害がプラスされた「セット共済」や「総合�

共済」などの制度もあります。�

住宅については現在の建築価格まで加入することができま�

す。�

▼
�

▼
�

ＮＯＳＡＩの建物短期共済�火災や落雷からがっちりガード�
建 物 共 済 に 加 入 を �

　市農政課農業共済係では、建物の不慮の火災事故などを�

補償する「建物火災共済」の申し込みを受け付けています。�

ご希望の人は、３月８日（水）までにお申し込みください。�

●加入できる共済金額�

　１棟当たり１０万円から５，０００万円まで�

●契約期間　１年�

　（平成１２年３月２０日～平成１３年３月２０日）�

●対象事故　◆火災　◆落雷　◆破裂・爆発�

　　　　　　◆物体の落下など　　　�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

農機具共済にもご加入ください�
●加入できる機種……トラクター・コンバイン・田植え機�

　　　　　　　　　　乾燥機・バインダーなど�

●対象となる事故……農作業中の接触、追突、転落事故など�

　　　　　　　　　　幅広く補償（地震などは除きます）。�

●掛金について………１年契約で共済金額１００万円で掛�

　　　　　　　　　　金は４，０００円です。�

　　　　　　　　　　（新品調達価額まで加入出来ます）�

◇詳しくは、市役所農政課農業共済係（☎２２・３３２１�

内線２４０・２４１）へ。�

▼

空手道練習生募集�
　草野派糸東流拳法空手道会淡路道場�
・練習日　毎週木曜日　午後6：00～8：30�
・場　所　淡路勤労センター�
・対　象　幼児（3才から）・少年・青年・壮年（女性歓迎）�

（連絡先）当会淡路地区後援会会長・海月館社長　鯛　　弘　☎22-1100�
　　　　　当会淡路道場保護者代表　　　　　　　天野敦史　☎22-0077

広
告�

火�
日�

由 良 小 学 校 体 育 館�
洲本市スポーツセンター�

p.m．5：00～6：30（少年・一般）�
p.m．7：00～9：00（少年・一般）�

広
告�

“糸東流空手道”練習生募集�
（しとうりゅう）�

●

入
会
随
時
●

見
学
者
歓
迎�

●少年は基本中心の　　　“体育空手”�
●青年は応用練習における“競技空手”�
●熟年は「型」中心の　　“健康空手”�

※対　　象�
�

※会　　費�
※所属団体�
※連 絡 先�
�

（財）全日本空手道連盟糸東会�
「拳志会」淡路島道場 TEL.42－2517

3，000円�

練習日� 時　　　　間� 場　　　　所�

火　　災� 落　　雷� 水ぬれ損害�
（消火に伴う水ぬれなど）�

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）
電
話
で�

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
り
ま
す�

〜
町
内
会
ご
と
の
お
知
ら
せ
を
放
送
〜�

�

放
送
の
録
音
・
再
生
・
消
去�消去� 再生�

用
件�



１０�

写真�
ニュース�

社会人へのスタート・成人式�

人 形 劇 に 大 喜 び �
もちつき大会でふれあい�

「伊能ウオーク隊」洲本を通過�

震 災 を 乗 り 越 え て �

　「成人の日」の１月１０日、市�

民会館ふれあいホールで洲本市�

成人式が行われました。式典で�

は、新成人からお世話になった�

恩師などへ感謝の花束贈呈やピ�

アノ演奏などが行われました。�

　また新成人の代表挨拶「新成�

人のことば」は、７　の教育ひ�

ろばに掲載しています。�

�

　第三幼稚園で１月２２日、人形劇団「わややん」による人形劇�

が行われました。地域の人たちを講師に招く「社会人活用事業」�

として行われたもので、参加した園児や保護者は楽しい劇に大�

喜びしました。�

�

　阪神淡路大震災から学んだ人と人とのふれあいを深めようと�

１月３０日、「外町地区ふれあいもちつき大会」が行われました。�

つきたてのおもちは、お年寄りの交流場所となっている街角サ�

ロンでぜんざいとして振る舞われました。�

　２年間で日本全国約１万　を歩く「平成の伊能忠敬ニッ�

ポンを歩こう２１世紀への１００万人ウオーク」が島内でも行わ�

れました。２月１日には、各地から参加した約１００人が洲本�

市役所から津名町役場までの１７　の行程を歩きました。�

　阪神・淡路大震災から満５年となる１月１７日、「犠牲者追悼記�

帳所」が市役所に設置され、多くの人が記帳に訪れました。また、�

震災を教訓にして２１世紀のまちづくりを考える「まちづくりシン�

ポジウム」が２月１９日、市情報交流センターで行われます。�

ペー�
ジ�

キ�
　ロ�

キ�
　ロ�



１１�

　
洲
本
市
消
防
団
出
初
式
が
一�

月
九
日
　
、
午
前
九
時
か
ら
市�

民
会
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
行�

わ
れ
ま
し
た
。�

　
山
本
義
孝
団
長
の
あ
い
さ
つ�

や
中
川
啓
一
市
長
の
式
辞
の
あ�

と
、
消
防
功
労
者
表
彰
式
な
ど�

が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん�

は
次
の
と
お
り
で
す
。（ 

　 

）�

は
、
分
団
名
。
（
敬
称
略
）�

日
本
消
防
協
会
長
表
彰�

〈
功
績
章
〉�

津
司
　
治
英
（
団
本
部
）�

�

〈
精
績
章
〉�

加
田
　
和
彦
（
由
良
）�

〈
勤
続
章
〉�

高
濱
　
繁
之
（
団
本
部
）�

兵
庫
県
知
事
表
彰�

〈
功
労
章
〉�

小
川
　
宏
行
（
大
野
）�

〈
永
年
勤
続
功
労
章
〉�

延
原
　
利
和
（
上
灘
）�

長
田
　
靖
明
（
外
町
）�

兵
庫
県
消
防
協
会
長
表
彰�

〈
功
績
章
〉�

高
尾
　
　
進
（
加
茂
）�

町
田
　
富
弘
（
物
部
）�

〈
精
績
章
〉�

田
中
　
利
直
（
潮
）�

高
岡
　
修
二
（
内
町
）�

大
村
　
泰
夫
（
由
良
）�

〈
勤
続
章
〉�

谷
川
　
　
洋
（
千
草
）�

濱
岡
　
輝
明
（
内
町
）�

〈
精
勤
章
〉�

森
腰
　
恭
宏
（
安
乎
）�

岡
本
　
浩
司
（
中
川
原
）�

中
原
　
章
晴
（
潮
）�

砂
田
　
佳
孝
（
加
茂
）�

山
本
　
哲
治
（
納
鮎
屋
）�

小
森
　
隆
雄
（
内
町
）�

吉
田
　
雅
一
（
千
草
）�

�

洲
本
市
長
表
彰�

内
藤
英
五（
団
本
部
）、
濱
　
栄�

次（
内
町
）、原
田
殖
也
（
外
町
）、�

中
川
春
樹（
物
部
）、
山
本
勝
利�

（
潮
）、
谷
　
泰
秀
・
片
山
一
浩�

（
千
草
）、
佐
和
義
信
・
橋
本
益�

行（
加
茂
）、
川
添
文
宏
・
宮
崎�

文
彦
・
高
田
昌
次（
大
野
）、
小�

谷
彰
宏
・
明
谷
雅
之（
中
川
原
）、�

森
腰
恭
宏
・
大
下
哲
司（
安
乎
）、�

滝
本
哲
茂（
納
鮎
屋
）、
赤
澤
進�

次
・
神
瀬
　
譲
・
山
中
浩
樹（
由�

良
）、
岡
沢
伸
祐
（
上
灘
）�

洲
本
市
長
感
謝
状�

東
川
　
一
重（
前
潮
分
団
長
）�

山
下
　
富
弘（
前
納
鮎
分
団
長
）�

�

洲
本
市
消
防
団
長
表
彰�

倉
本
孝
志（
団
本
部
）、
立
花
康�

宏（
内
町
）、
脇
本
敬
司（
外
町
）、�

喜
田
裕
之（
物
部
）、
中
野
涼
二�

（
潮
）、
曽
輪
隆
史
・
山
本
秀
和�

（
千
草
）、
藤
井
秀
樹
・
松
尾
浩�

嗣（
加
茂
）、
宮
脇
正
義
・
萩
原�

章
弘（
大
野
）、
高
田
雅
之
・
木�

原
康
博（
中
川
原
）、生
子
惠
司
・  �

古
舘
雅
章（
安
乎
）、
長
手
和
也�

（
納
鮎
屋
）、
越
野
三
喜
・
新
島�

健
三
郎
・
佐
藤
　
浩（
由
良
）�

�

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
五�

年
が
経
過
し
、
復
興
へ
の
街
づ�

く
り
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。�

こ
の
震
災
で
は
、
防
災
の
担
い�

手
と
し
て
消
防
団
員
の
活
躍
が�

新
た
に
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
ま�

た
昨
年
、
洲
本
市
内
一
年
間
の�

火
災
発
生
件
数
は
二
十
八
件
を�

数
え
ま
し
た
。�

　
こ
の
よ
う
な
中
、
市
消
防
団�

で
は
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

若
い
皆
さ
ん
の
力
で
洲
本
の
街�

を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。�

▼
入
団
に
つ
い
て
の
詳
し
い
問�

い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
各
分�

団
か
、
市
役
所
総
務
部
総
務
課�

（
☎
２
２
・
３
３
２
１
内
線
２�

２
６
）
へ
。�

　
中
学
二
年
生
が
、
一
週
間
学�

校
を
離
れ
て
地
域
の
職
場
や
事�

業
所
な
ど
で
社
会
体
験
活
動
を�

す
る
「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー�

ク
」
が
、
平
成
十
年
度
か
ら
行�

わ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
市�

立
の
中
学
二
年
生
が
チ
ャ
レ
ン�

ジ
し
、
生
徒
を
あ
た
た
か
く
受�

け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
事
業
所�

や
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、�

生
徒
た
ち
は
、
有
意
義
な
体
験�

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

　
平
成
十
二
年
度
は
六
月
十
二�

日
　
〜
十
七
日
　
に
こ
の
ト
ラ�

イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
が
行
わ
れ�

る
予
定
で
す
。
市
教
育
委
員
会�

や
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
推�

進
協
議
会
で
は
、
こ
の
間
、
生�

徒
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
事�

業
所
や
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を�

募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
よ�

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
詳
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会�

（
☎
２
２
・
３
３
３
１
）
へ
。�

〜
洲
本
市
消
防
団
出
初
式

〜

�
�

消

防

団

員

を

�

募

集

し

ま

す

�

（日）�

〜
受
入
先
募
集
〜�

（月）�

（土）�



１２�

　
皆
さ
ん
よ
　
達
者
か
い
な
ア�

…
…
。
　
達
者
で
な
き
ゃ
　
い�

け
ま
せ
ん
ぞ
や
。
さ
り
と
て
、�

用
心
し
す
ぎ
て
、
働
か
な
い
と�

病
気
に
な
り
ま
す
ぞ
や
。
動
き�

廻
る
と
達
者
に
な
れ
る
。�

　
市
制
も
六
十
年
。
六
番
目
の�

市
も
土
木
作
業
で
立
派
に
な
っ�

て
、
ピ
カ
ピ
カ
光
っ
て
来
よ
っ�

た
。
鐘
紡
さ
ん
の
用
地
の
お
か�

げ
や
で
…
…
。
あ
り
が
と
よ
。�

　
あ
の
レ
ン
ガ
造
り
の
ス
タ
イ�

ル
、
発
電
所
付
近
の
立
派
な
こ�

と
よ
。
腰
か
け
て
、
ゆ
っ
く
り�

眺
め
て
ご
ら
ん
よ
。
先
輩
に
も�

�

偉
い
人
が
沢
山
居
た
ん
や
な
ア
。�

　
私
た
ち
後
輩
も
、
故
郷
の
た�

め
に
、
何
か
で
役
に
た
ち
ま
し�

ょ
う
や
。
私
た
ち
の
長
所
を
生�

か
し
て
、
人
生
を
楽
し
み
な
が�

ら
、
人
々
の
た
め
に
、
何
か
で�

お
役
に
た
ち
ま
せ
ん
か
い
な
あ�

…
。
も
ろ
び
と
の
た
め
に
、
や�

る
気
を
出
せ
ば
、
き
っ
と
何
か�

が
出
来
る
よ
。
…
…
…
洲
本
の�

北
の
入
口
の
炬
口
か
ら
、
ま
っ�

す
ぐ
に
由
良
に
通
行
出
来
る
よ�

う
に
な
っ
た
。
…
…
…
な
ん
と�

便
利
に
な
っ
た
こ
と
や
ら
ね
。�

有
難
い
こ
と
で
す
よ
。
こ
れ
だ�

�

け
で
も
病
人
さ
ん
は
へ
り
ま
す�

や
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ん�

と
こ
う
よ
。
「
あ
り
が
と
う
」�

と
言
う
だ
け
で
、
す
べ
て
が
通�

用
す
る
が
、
不
平
を
言
う
と
自�

分
も
損
や
で
な
ア
…
…
。
「
あ�

り
が
と
う
」
の
一
言
は
、
簡
単�

や
で
。
こ
れ
で
心
が
　
ス
カ
ア�

ア
…
…
ツ
…
　
。
と
し
て
な
ア�

…
…
。
胃
腸
病
を
防
げ
る
よ
。�

す
べ
て
の
事
に
、
お
お
ら
か
に
、�

天
を
向
い
て
、
前
進
し
よ
う
。�

　
し
ん
ど
い
時
　
は
、
い
っ
ぷ�

く
に
限
る
よ
。
が
ん
ば
り
す
ぎ�

て
、
病
気
に
な
る
よ
り
、
ま
し�

で
す
ぜ
。
…
…
ほ
ん
の
、
ち
ょ�

っ
と
の
休
息
が
、
一
年
以
上
達�

者
に
、
明
朗
に
生
き
ら
れ
る
の�

�

や
ぜ
…
…
。
ボ
ク
の
年
に
な
っ�

た
ら
、
も
っ
と
も
っ
と
、
し
ん�

ど
い
の
か
と
思
っ
と
っ
た
が
、�

十
年
前
と
全
く
同
じ
や
で
。
上�

も
下
も
変
化
あ
り
ま
せ
ん
わ
。�

月
一
回
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
、
も�

み
く
ち
ゃ
に
し
て
も
ら
う
の
が�

効
く
と
思
っ
た
ね
。
そ
の
あ
と
、�

数
日
の
旅
行
で
も
し
て
、
気
を�

ほ
ぐ
す
と
、
す
っ
き
り
、
さ
っ�

ぱ
り
、
し
ゃ
ん
と
な
る
よ
。
自�

分
の
身
体
に
合
う
方
法
を
、
早�

く
見
つ
け
て
実
行
す
る
こ
と
や�

ぜ
。
要
は
決
断
に
あ
る
。
お
わ�

り
。�

��

　
Ｊ
Ａ
日
の
出
洲
本
支
店
な
ど�

で
は
、
不
要
と
な
っ
た
農
業
用�

の
ポ
リ
製
品
を
回
収
し
ま
す
。�

◆
と
　
き
　
二
月
二
十
二
日
　
、�

　
午
前
九
時
〜
午
後
三
時�

◆
と
こ
ろ
　
Ｊ
Ａ
日
の
出
洲
本�

　
支
店�

◆
回
収
す
る
も
の
　
▽
肥
料
用�

　
空
袋
▽
農
薬
空
ボ
ト
ル
▽
農�

　
業
用
ポ
リ
製
品
な
ど
（
塩
ビ�

　
製
品
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
）�

◆
費
　
用
　
一
人
百
円
。
ま
た
、�

　
印
鑑
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。�

�

　
こ
こ
ろ
豊
か
な
淡
路
づ
く
り�

推
進
協
議
会
で
は
、
町
内
会
や�

老
人
会
、
婦
人
会
、
花
づ
く
り�

グ
ル
ー
プ
な
ど
が
、
公
共
的
な�

場
所
へ
植
樹
す
る
た
め
の
苗
木�

を
配
布
し
ま
す
。�

◆
申
込
期
限
　
二
月
二
十
一
日�

�

◆
申
込
先
　
市
役
所
企
画
部�

　
企
画
課�

▼
苗
木
の
種
類
な
ど
、
詳
し
く�

は
、
市
役
所
企
画
課
（
☎
２
２�

�

で
す
。
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
ご�

参
加
く
だ
さ
い
。�

◆
と
　
き
　
五
月
十
四
日
　
、�

　
午
後
一
時
〜�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
民
会
館�

◆
対
　
象
　
昭
和
二
十
六
年
中�

　
に
婚
姻
届
を
出
し
た
淡
路
在�

　
住
の
同
居
の
夫
婦�

◆
締
　
切
　
三
月
十
日�

▼
申
込
書
な
ど
詳
し
く
は
、
神�

戸
新
聞
社
淡
路
総
局
（
☎
２
２�

・
１
２
７
７
）
へ
。�

・
３
３
２
１
）
へ
。�

　
神
戸
新
聞
社
で
は
、
結
婚
五�

十
年
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
を�

招
き
、長
寿
と
繁
栄
を
祝
う「
金�

婚
夫
婦
祝
福
表
彰
式
」
を
行
っ�

て
い
ま
す
。�

　
該
当
者
は
も
れ
な
く
お
申
し�

込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
ま
れ�

た
金
婚
夫
婦
に
は
表
彰
状
や
記�

念
品
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
す
。
当�

日
の
服
装
や
付
き
添
い
は
自
由�

�

▼
詳
し
く
は
、同
洲
本
支
店（
☎

２
２
・
１
４
２
０
）
へ
。�

仁 寿 堂 医 院�

島 　 太 郎 医師�

写真の人に出合ったら、広報�
にのっていたねと、ひと声か�
けてね。�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

（金）�
（日）�

（月）�

（火）�

農
業
用
ポ
リ
製
品
を�

回

収

し

ま

す

�

苗
木
を
配
布
し
ま
す�

金
　
婚
　
夫
　
婦�

　
祝
福
表
彰
式

�

〜
該
当
者
は
申
し
込
み
を
〜�

“�

”�

“�

”�

達

者

で

な

ア

…
。

�

（自画像）�



１３�

◆
作
り
方�

①
玉
ね
ぎ
は
薄
切
り
、
に
ん
じ�

　
ん
、
し
い
た
け
は
い
ち
ょ
う�

　
切
り
に
す
る
。�

②
し
め
じ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は�

　
小
房
に
分
け
る
。�

③
か
き
は
小
麦
粉
を
ま
ぶ
し
、�

　
フ
ラ
イ
パ
ン
に
バ
タ
ー
を
熱�

　
し
焼
き
、
皿
に
取
る
。�

�

④
玉
ね
ぎ
、
に
ん
じ
ん
を
炒
め�

　
小
麦
粉
大
さ
じ
２
　
を
ふ
り�

　
入
れ
、
更
に
炒
め
る
。�

⑤
だ
し
、
し
い
た
け
、
し
め
じ�

　
を
加
え
る
。�

⑥
Ａ
を
加
え
煮
、
か
き
を
入
れ�

　
さ
っ
と
煮
る
。�

　
チ
ャ
ミ
ノ
ガ
の
幼
虫
は
、
表�

面
に
枯
れ
葉
や
小
枝
を
た
く
さ�

��

ん
つ
け
た
ミ
ノ
を
作
り
、
い
ろ�

い
ろ
な
木
の
葉
を
食
べ
て
成
長�

し
ま
す
。
秋
の
終
り
に
な
る
と
、�

ミ
ノ
を
木
の
枝
に
し
っ
か
り
固�

定
さ
せ
て
冬
を
越
し
ま
す
。�

　
春
に
な
る
と
ミ
ノ
の
中
で
さ�

な
ぎ
に
な
り
、
や
が
て
羽
化
し�

ま
す
。
雄
は
暗
褐
色
の
ガ
に
な�

っ
て
外
に
出
て
き
ま
す
が
、
雌�

は
成
虫
に
な
っ
て
も
、
羽
も
脚�

も
な
い
イ
モ
ム
シ
状
で
、
一
生�

ミ
ノ
の
中
で
過
ご
す
の
で
す
。�

雄
が
雌
の
と
こ
ろ
へ
飛
ん
で
き�

て
交
尾
し
、
雌
は
ミ
ノ
の
中
へ�

二
千
個
か
ら
三
千
個
も
の
卵
を�

産
み
つ
け
ま
す
。�

　
一
か
月
ほ
ど
た
っ
て
、
ふ
化�

し
た
幼
虫
は
口
か
ら
糸
を
は
い�

て
、
ミ
ノ
の
下
に
垂
れ
下
が
り�

ま
す
。
そ
の
う
ち
風
に
飛
ば
さ�

れ
、
た
ど
り
着
い
た
木
の
枝
で�

小
さ
い
ミ
ノ
を
作
り
ま
す
。�

広
告�

チ

ャ

ミ

ノ

ガ

�

２１６�

７８�

冬を越すチャミノガ�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（日本昆虫協会会員）�

か
き
の
シ
チ
ュ
ー�

��

◆材料（４人分）�

かき　　　　　　２パック�

玉ねぎ　　　　　　　１個�

にんじん　　　　　　　本�

生しいたけ　　　　　４枚�

しめじ　　　　　１パック�

ブロッコリー　　　　　株�

だし　　　　　　カップ１�

牛乳　　　　　　カップ２�

みそ　　　大さじ１　～２�

こしょう　　　　　　少々�

小麦粉�

バター、サラダ油�

�

　　栄養士　�

　　　川　口　睦　子�

Ａ�

阪神
・淡路

大震災5周年記念事業

“ヤマハ・英語・音楽教室”�
2000年春　生徒募集中！�

2歳～大人まで　早期入会キャンペーン中�
お問い合わせは、お気軽に下記までどうぞ。�

ヤマハミュージック神戸・淡路営業所�
TEL. 0799（23）0888

※２月２７日（日）ヤマハ音楽教室発表会（於　市民会館）入場無料�

◆
三
月
七
日

　
▽
午
前
十
時
〜
正
午

　
　
関
西
電
力
淡
路
営
業
所

　
▽
午
後
一
時
半
〜
三
時
半

　
　
県
立
淡
路
病
院

◆
三
月
十
五
日

　
▽
午
前
九
時
半
〜
午
後
三
時

　
　
半

　
　
三
洋
電
機
　
ソ
フ
ト
エ
ナ

　
　
ジ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー

◆
三
月
二
十
七
日

　
▽
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半

　
　
洲
本
保
健
所

献

血

日

程�

（火）�
（水）�

（月）�
（株）�

◆と　き　２月１９日（土）、午後２時～午後４時３５分�

◆ところ　洲本市情報交流センターみくまホール�

◆内　容� ▽
▽

▼ 詳しくは、市役所企画部企画課（☎２２・３３２１）へ。�

第１部　　基調講演�

◆テーマ「防災からみた、これからのまちづくり」�

　室　崎　益　輝　氏�

　　　　　　（神戸大学都市安全研究センター教授）�

第２部　　パネルディスカッション�

◆テーマ「安全で安心なまちづくりをめざして」�

〈コーディネーター〉�

　室　崎　益　輝　氏�

〈パネリスト〉�

　・松尾　貢氏（兵庫県まちづくり部都市計画課長）�

　・投石文子氏（兵庫県立洲本実業高等学校国際リゾート学科長）�

　・堀川義文氏（堀川義文設計事務所所長）�

　・奥　泰宏氏（洲本市管工事業協同組合理事長）�

　・木戸清隆氏（株式会社  キド代表取締役社長）�

（
み
そ
味
）�

２�
１�

２�
１�

２�
１�

２�
１�



１４�１４�

郡　　　　　洋�

島　本　美代子�

上　田　千鶴子�

井　手　豊　美�

川　崎　千　代�

富　永　豊　子�

市　原　順　子�

佐　藤　美沙子�

�

　県立淡路聾学校では、はあとふる�

スクール地域推進事業の一環として、�

子どもたちの「さくひんてん」を開催�

します。幼稚部・小学部全校生１０�

人が一生懸命書いたり作ったりした�

ものを展示します。�

◆と　き　　�

　　３月３日（金）、�

　　　　午前１０時～午後５時�

　　３月４日（土）、�

　　　　午前１０時～午後４時�

◆ところ　市民会館１階展示室�

　詳しくは、淡路聾学校�

（☎２２・１７６６）へ。�

�

　洲本交通安全協会などでは、交通�

事故や犯罪のない街づくりを目指し�

て「安全で安心な街づくり大会」を�

開催します。交通事故の現状報告な�

どのほか、県警音楽隊のステージ演�

奏のアトラクションが行われます。�

◆と　き　３月３日（金）、�

　　　　　　　午後５時～７時�

◆ところ　市民会館�

　　　　　　　ふれあいホール�

◆主　催　洲本交通安全協会�

　　　　　洲 本 防 犯 協 会�

　詳しくは、洲本警察署（☎２２・�

０１１０）へ。�

　洲本Ｕターンバンクでは、現在、大学�

などに在学中の人や故郷での就職を希望�

している人を対象にＵターン求職登録の�

受け付けをしています。�

　登録をされた皆さんには、　求人情報�

　Ｕターンバンクだより　　各種イベン�

トやセミナー（合同就職面接会）などの�

案内をお届けし、Ｕターン就職のお手伝�

いをします。�

　詳しくは、洲本Ｕターンバンク（洲本�

公共職業安定所内 ☎２２・０６２０）へ。�

　毎年、３月末には自動車の検査・登�

録申請の窓口が混雑し、申請者の皆さ�

んを長時間お待たせするなど大変ご迷�

惑をおかけしています。�

　申請処理がスムーズに行えるよう、�

登録の申請は３月中旬までに、検査の�

申請は早い時期にお願いします。�

　詳しくは、兵庫陸運支局（登録関係　�

☎０７８・４５３・１１００、検査関�

係　☎０７８・４５３・１１０２）へ。�

◆固定資産税・都市計画税　第4期�
◆納　期　　2月29日（火）�
◆納税は便利な口座振替をご利用ください。�

わが家の　 ホ ー プ�

兄弟仲良く元気に育ってね！ 母：美穂さん�

（平成１０年１月１日生まれ）�

�（平成11年７月４日生まれ）�

�

ご存じですか？  ～くらしのクリエーター制度～�
　「くらしのクリエーター」制度は昭和６１年に県が設けたもので、ク�

リエーターが地域の消費生活の相談に応じ、豊かな生活づくりのお手伝�

いをしています。契約などでトラブルがあった時など、お気軽にご相談�

ください。市内のクリエーターは次の８人です。（敬称略）�

氏　　　名� 住　　　　　所� 電 話 番 号 �

☎２２・３９８９�

☎２２・４１５８�

☎２２・２５９０�

☎２２・３６６３�

☎２８・１３５１�

☎２８・０２０１�

☎２２・６８１１�

☎２７・０３９８�

物部１―１０―７�

宇原１３０―３３�

桑間１―３―４�

下内膳４１５―１�

中川原町市原１０５�

安乎町北谷１７６�

納１４―１�

由良４―１５―７�

淡路聾学校さくひんてん�

禁 煙 ま つ り 開 催 �

安全で安心な街づくり大会�

ふるさとで就職希望の人は�
Ｕターン登録を�

自動車検査・登録申請は�
お 早 め に！�

▼
▼

▼

▼

▼

▽
▽

▽
▽▽

▽

▽ ▽

　洲本保健所では、禁煙をテーマにした漫才や講演会などで禁煙について�

楽しく考える「禁煙まつり」を開催します。入場無料です。�

ご家族そろってご参加ください。�

◆と　き　２月２６日（土）、午後１時３０分～４時�

◆ところ　市民会館ふれあいホール�

◆内　容　　講演会　・演題　「タバコにさよならしませんか�

　　　　　　　　　　　　　　　　　～本当に恐ろしいタバコの話～」�

　　　　　　　　　　・講師　神戸市中央市民病院　�

　　　　　　　　　　　　　　　　薗　　　潤　胸部心臓血管外科医長�

　　禁煙に関する体験発表（座談会）　禁煙漫才（出演　チャンバラトリオ）�

　詳しくは、洲本保健所（☎２２・３５４１）へ。�

今月の納税�

さだ　もと　ゆき　ひろ�

定 本 幸 大 ちゃん�

直 樹 ちゃん�
（安乎町平安浦）�



１５�

お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ�

１５� 古紙配合率１００％再生紙を使用しています�

　
固
唾
を
呑
ん
で
迎
え
た
二
〇�

〇
〇
年
一
月
一
日
午
前
零
時
で�

し
た
。
ち
ょ
う
ど
私
は
ニ
ュ
ー�

イ
ヤ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
取�

材
中
。
新
年
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ�

ウ
ン
を
カ
メ
ラ
の
フ
ァ
イ
ン
ダ�

ー
ご
し
に
眺
め
な
が
ら
歴
史
的�

瞬
間
を
撮
ろ
う
と
い
う
よ
り
は
、�

「
電
気
よ
消
え
る
な
。
何
も
ト�

ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
な
」
と
い
う�

気
持
ち
で
一
杯
で
し
た
◆
幸
い�

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
新
年�

を
迎
え
、
広
報
二
月
号
を
発
行�

す
る
ま
で
に
至
り
ま
し
た
。
も�

ち
ろ
ん
そ
こ
に
は
、
二
〇
〇
〇�

年
問
題
に
取
り
組
ま
れ
た
人
の�

苦
労
が
あ
っ
た
訳
で
す
が
、
人�

間
が
造
り
得
た
物
に
つ
い
て
は
、�

人
間
の
力
で
な
ん
と
か
解
決
で�

き
る
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
◆�

し
か
し
、
自
然
の
脅
威
は
は
る�

か
に
人
知
を
超
え
る
も
の
で
し�

た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、�

人
間
が
創
造
し
た
建
物
や
道
路�

を
破
壊
し
、
尊
い
人
命
ま
で
も�

奪
い
ま
し
た
。
失
っ
た
物
は
返�

ら
ず
、
傷
つ
い
た
心
は
な
か
な�

か
癒
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と�

思
い
ま
す
が
、
街
は
元
気
を
取�

り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
◆
今
年�

の
春
は
震
災
か
ら
復
興
へ
向
う�

五
回
目
の
春
、
市
制
六
〇
周
年�

の
春
、二
十
一
世
紀
へ
繋
ぐ
春
、�

そ
し
て
二
〇
〇
〇
年
の
春
で
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｙ
Ｔ
）�

ママメイト�

いのちって何だ　毎月第１～４月曜�

　日、受付・午前９時３０分～�

お母さんは元気　２月２２日（火）、受�

　付・午後１時３０分～�

おっぱいで育てたい　４月１８日（火）、�

　受付・午後１時３０分～�

赤ちゃん大好き　３月１４日（火）、受�

　付・午後１時３０分～�

こんにちは赤ちゃん　４月４日（火）、�

　受付・午後１時３０分～�

成人健康相談　毎月第１～４月曜日、�

　午後１時～３時（栄養相談は第２�

　・４月曜日）�

乳幼児相談　３月１７日（金）、午前９�

　時３０分～１１時００分�

歯科保健相談　毎月第４水曜日、受�

　付・午後１時～１時３０分�

�

�

成人健康相談　３月６日（月）、午後１�

　時３０分～３時�

�

�

成人健康相談　毎月第１～４金曜日、�

　受付・午後１時～１時３０分（成�

　人病相談など）�

フッ素塗布　毎週火曜日、午前９時�

　３０分～１１時３０分、予約が�

　必要（☎２２・３５４１）料金�

　１，４８０円�

心の相談　毎月第２・３火曜日、予約�

　制・午後１時３０分～（精神病、痴呆、�

　アルコールその他心の相談など）�

栄養表示基準制度相談　毎月第１、�

　３月曜日、午前１０時～正午（予�

　約が必要）�

�

胃がん検診　３月１日（水）、午前９時�

　～正午（申込＝市保健センターへ）�

２時間人間ドック　毎週火曜日、午�

　前９時～（料金１５，５７０円、申込�

　＝洲本保健所へ）洲本市民で国民�

　健康保険に加入し３０歳以上の人�

　に８，０００円、社会保険などの加�

　入者で４０歳以上の人に５，０００�

　円の助成があります。（ただし１�

　年度１回限り）　　�

　２月、３月の乳幼児健康審査を次�

のとおり行います。対象者には問診�

票などを送付しますので、母子手帳�

を持参し受診してください。�

法律相談　弁護士による相談。３月�

　１日（水）、３月１５日（水）、（受付＝�

　市役所市民相談係で電話による予�

　約受付けをしています☎２２・３�

　３２１）総合福祉会館で。�

行政相談　３月１日（水）、午後１時１５�

　分～（受付＝午後１時３０分まで）�

　総合福祉会館で。�

社会保険相談　第３金曜日、午前１０�

　時～午後３時、市民会館で。�

心配ごと相談　毎月２日、１２日、�

　２２日、２７日（日曜・祝日の場�

�

　合は翌日）午後１時～４時、総合�

　福祉会館で。電話での相談にも応�

　じています（☎２６・００２２）。�

青少年相談　毎週月～金曜日、午前�

　９時～午後５時、青少年センター�

　（☎２２・４５４７）で。�

母子家庭相談　毎週月・金曜日（月�

　曜日＝午後１時３０分～午後５時、�

　金曜日＝午前１０時３０分～午後�

　５時）福祉事務所で。�

高齢者相談　月～土曜日、午前９時�

　～午後５時、淡路県民局（　　０�

　１２０・３６・７８３０）で。介�

　護相談なども行っています。　　�

　　 《特別休館のお知らせ》�
　館内全ての資料を点検作業するた�
め、下記の期間中は休館いたします。�
ご協力お願いします。�
　平成１２年２月１８日（金）�
　　　～平成１２年２月２９日（火）�
返却本は返却ポストをご利用ください。�
�
　　　　〈希少生物の本〉�
　洲本市文化財審議委員の南光重毅�
さんが雑誌『子供の科学』２月号に沼�
島でのみ確認されている植物キノク�
ニスゲの観察記録を発表されました。�
　この植物は、希少動植物を紹介す�
る『兵庫の貴重な自然－兵庫版レッド�
データブック－』に絶滅の危機に瀕し�
ているＡランクにあげられています。�
　このような希少生物についての本�
は上記の本以外にも�
「自然史研究、シンポジウム『２１�
世紀に伝える近畿の植物と自然環境�
―レッドデータブック－』」�
「ひょうごの野生植物たち」�
「淡路島の絶滅の恐れのある野生生�
物」などが図書館にありますので、�
一度ご覧ください。�
�
　　　　おはなし会�
１．日時　３月１１日（土）�
　　　　　午後２時より�
２．場所　図書館　おはなしのへや�

市保健センターで�

由 良 公 民 館 で �

洲 本 保 健 所 で �

フリー�
ダイヤル�

な　や　みぜろ�

２月１７日（木）�

２月２４日（木）�

３月２日（木）�

３月９日（木）�

３月１６日（木）�

３月２４日（金）�

乳　児�10か月児�1歳6か月児�３歳児�

場　所�

受　付�
時　間�

午後１時～１時１５分�

市 保 健 セ ン タ ー �

午後�
１２時４０分�
　～１時�

Ｈ１１年１０月生�

�

�

�

Ｈ１１年１１月生�

�

�

�

Ｈ１１年４月生�

�

�

Ｈ１０年７月生�

�

�

�

Ｈ１０年８月生�

�

�

�

Ｈ８年１２月生�

�

会員募集� 洲本市シルバー人材センターでは、男・女会員を募集しています。�
　詳しくは、洲本市シルバー人材センター（☎２４・４８３０　青雲中学校前）へ。�▼

健康相談�

市民相談�

健康診査�
乳 幼 児 �

図 書 館 �
（☎２２・０７１２）�



１６�

介
護
保
険
は

み
ん
な
の
思
い
や
り
で�

〈
シ
リ
ー
ズ
介
護
保
険
　
〉�

⑪

�������������

　
現
在
、
訪
問
介
護
や
訪

問
看
護
を
受
け
て
い
る
人
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
っ
て

い
る
人
や
、
今
後
介
護
サ�

�����������

ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
人
は
、

要
介
護
認
定
の
申
請
が
必

要
で
す
。
申
請
場
所
は
、

市
役
所
介
護
福
祉
課
で
す
。�

　
昨
年
十
月
か
ら
要
介
護

認
定
の
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
申

請
を
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。�

��

　
要
介
護
の
認
定
を
受
け

て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
場
合
に
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
計
画
が
必
要

で
す
。
計
画
の
作
成
を
依

頼
で
き
る
事
業
者
の
名
簿

は
認
定
結
果
の
通
知
に
同

封
し
ま
す
の
で
、
事
業
者

と
相
談
し
て
居
宅
サ
ー
ビ

ス
計
画
を
作
成
し
て
く
だ

さ
い
。�

��

　
在
宅
で
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
場
合
、
要
介
護

度
に
よ
っ
て
、
一
か
月
の

利
用
料
の
限
度
額
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
利
用
料

の
一
割
が
自
己
負
担
で
す

が
、
利
用
限
度
額
を
使
い

切
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
な
お
限
度
額
を
超

え
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
時
は
、
全
額
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。�

　�

��

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か

る
一
割
の
自
己
負
担
が
高

額
に
な
り
、
一
定
額
を
超

え
る
負
担
分
に
つ
い
て
は
、

後
に
払
い
戻
し
が
あ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。�

　
ま
た
緊
急
時
や
、
や
む

を
得
な
い
理
由
で
要
介
護

認
定
の
申
請
前
に
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
時
は
、

一
旦
全
額
を
自
己
負
担
し

て
い
た
だ
き
、
申
請
に
よ

り
支
払
っ
た
費
用
の
九
割

が
支
給
さ
れ
ま
す
。�

◆訪問介護（ホームヘルプサービス）�
　（訪問時間は３０分～６０分未満）�

　　家事介護型…１,５３０円程度�
　　（主として掃除や食事の用意など）�

　　身体介護型…４,０２０円程度�
　　（主として食事摂取の介助など）�

　　折　衷　型…２,７８０円程度�
　　（家事介護と身体介護の両方）�

◆通所介護（デイサービス）�

　　3時間～4時間の利用�
　　　２,８００円～４,６２０円程度�

　　　　　　　（介護度により変動）�

　　4時間～6時間の利用�
　　　４,０００円～６,６００円程度�

　　　　　　　（介護度により変動）�

　
平
成
十
二
年
度
の
介
護
支
援�

専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
は
、�

十
一
月
十
二
日
（日）
に
行
わ
れ
る�

予
定
で
す
。
申
し
込
み
期
間
な�

ど
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま�

す
。�

要
介
護
認
定
の
申
請�

サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成�

利
用
料
の
限
度
額�

自
己
負
担
が
高
額
に
な
る
場
合�

　
要
介
護
認
定
の
申
請
を
行
い
、「
要
支
援
」
や
「
要

介
護
」
の
認
定
を
受
け
る
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
度
、
利
用
料
の
目
安

が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料�

（要介護１から５の段階の平均額で介護度�
によって利用額は変動します。）�

◆特別養護老人ホーム�
　　　３３１,０００円（食費を含む）�

◆老人保健施設�
　　　３５４,０００円（食費を含む）�

◆療養型病床群�
　　　４４２,０００円（食費を含む）�

　６１，５００円�

１６５，８００円�

１９４，８００円�

２６７，５００円�

３０６，０００円�

３５８，３００円�

要　支　援�

要 介 護 １ �

要 介 護 ２ �

要 介 護 ３ �

要 介 護 ４ �

要 介 護 ５ �

介
護
支
援
専
門
員
の�

　
試
験
日
に
つ
い
て�

在宅サービスの利用料�

△
△

△
△

△

施設サービス平均利用額�
（月額）�

在宅での介護サービス�
利用限度額� （月額）�


